
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

例
年
に
な
く
厳
し
い
寒
さ
が
、
続
い
て
い
ま
す
ね
。 

夏
の
猛
暑
と
冬
の
厳
寒
、
こ
れ
も
、
南
極
の
氷
が
溶

け
出
し
て
い
る
、
地
球
温
暖
化
の
現
象
な
ん
だ
そ
う

で
す
。 

二
月
は
、
二
十
九
日
し
か
な
い
短
い
月
で

は
あ
り
ま
す
が
、
重
要
な
祭
典
行
事
を
多
く
奉
仕
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
月
で
も
あ
り
ま
す
。 
二
月
三

日
の
節
分
祭
、
二
月
十
一
日
の
建
国
祭
、
二
月
十
七

日
の
祈
年
祭
（
き
ね
ん
さ
い
）、
特
に
祈
年
祭
は
、

宮
司
を
兼
務
し
て
い
る
田
の
首
八
幡
宮
、
さ
ら
に
は

六
連
島
八
幡
宮
で
も
斎
行
（
さ
い
こ
う
）
し
ま
す
。 

 
 

◇
こ
の
祈
年
祭
は
、「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」
と
も

い
わ
れ
ま
し
て
、
秋
の
稲
の
収
穫
が
、
必
ず
や
豊
作

で
あ
る
事
を
祈
り
、
そ
し
て
確
信
を
し
、
そ
の
よ
う

に
な
る
よ
う
に
神
様
と
誓
い
（
う
け
い
、
約
束
の
事
）、

予
（
あ
ら
か
じ
）
め
、
お
祝
い
を
す
る
、「
予
祝
（
よ

し
ゅ
く
」
の
祭
典
行
事
で
す
。 

中
高
生
は
予
習
復

習
が
、
大
切
な
の
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
御
先
祖
様 

は
、
予
祝
を
尊
（
と
う
と
）
び
ま
し
た
。 

そ
の
予

祝
と
は
、
神
様
に
祈
り
を
捧
げ
、
実
現
で
き
る
よ
う

努
力
を
す
る
事
を
お
約
束
す
る
事
で
す
。 

さ
ら
に
、

そ
の
過
程
に
は
い
か
な
る
事
が
待
ち
受
け
て
い
よ 

     

う
と
も
、
必
ず
神
様
が
、
お
守
り
下
さ
る
事
を
信
じ

て
、
怯
（
ひ
る
）
ま
ず
に
生
活
を
続
け
て
き
た
の
で

す
。 

私
は
、
こ
の
「
予
祝
」
と
い
う
祭
典
行
事
が
、

「
神
信
心
（
か
み
し
ん
じ
ん
）」
で
す
し
、
言
い
か
え

る
な
ら
ば
、「
日
本
人
の
勇
気
」
だ
と
思
い
ま
す
ね
。 

今
、
日
本
は
、
諸
事
が
非
常
事
態
で
瀬
戸
際
を
迎
え
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

日
本
人

の
勇
気
で
あ
る
、「
予
祝
（
よ
し
ゅ
く
）」「
神
信
心
」

を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

◇
一
月
十
二
日
に
、
皇
居
宮
殿
松
の
間
に
て
行
わ
れ
た

「
歌
会
始
（
う
た
か
い
は
じ
め
）
の
儀
（
ぎ
）」、
昨
年

の
一
月
に
発
表
さ
れ
た
お
題
は
、「
岸
」
で
し
た
。 

天

皇
陛
下
の
御
製
（
ぎ
ょ
せ
い
と
読
み
、
天
皇
陛
下
の
お

詠
み
に
な
ら
れ
た
和
歌
を
御
製
と
い
い
ま
す
）
は
、 

 

津
波
来
（
こ
）
し 
時
の
岸
辺
は 

如
何
な
り
し
と 

 

見
下
ろ
す
海
は 

青
く
静
ま
る 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
し
た
。 

釜
石
か
ら
宮
古
に
か
け
て
上
空
か
ら
御
視
察
の
折
の

御
感
嘆
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

津
波
来
襲
の
時
を

忘
れ
さ
せ
る
よ
う
な
、
青
々
と
静
ま
り
か
え
っ
た
海
が
、

か
え
っ
て
、
大
自
然
の
脅
威
（
き
ょ
う
い
）
や
そ
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

昨
年
の
東
日
本
大

震
災
よ
り
十
一
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

東
日
本
を
壊
滅
状
態
に
し
た
あ
の
巨
大
地
震
と
大
津

波
、
そ
し
て
最
悪
の
原
発
事
故
、
凄
ま
じ
い
自
然
の
猛

威
に
息
を
の
む
ば
か
り
で
し
た
。 

日
本
国
内
で
、
死

者
、
行
方
不
明
者
の
合
計
数
が
一
万
人
を
突
破
し
た
の

は
戦
後
初
め
て
の
事
だ
そ
う
で
す
。 

東
日
本
大
震
災

は
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
、
こ
の
風
土
に
生
き
る
た
め

に
知
っ
て
お
く
べ
き
「
き
ま
り
」
を
強
烈
に
示
し
て
く

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
こ
の
日
本
の
風

土
が
、
地
球
の
ヘ
ソ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
起
因

（
き
い
ん
）
す
る
、
天
変
地
異
（
て
ん
ぺ
ん
ち
い
）
が 

頻
発
（
ひ
ん
ぱ
つ
）
す
る
列
島
で
あ
る
事
。 

そ
し
て

そ
れ
は
、
時
を
選
ば
ず
に
地
震
や
津
波
が
多
発
す
る
こ

と
が
宿
命
で
あ
る
事
。 

さ
ら
に
、
夏
に
台
風
、
冬
に

豪
雪
と
い
う
湿
潤
（
し
つ
じ
ゅ
ん
）
と
自
然
災
害
を
も
、

も
た
ら
す
、
モ
ン
ス
ー
ン
列
島
で
あ
る
事
で
す
。 

言

い
か
え
れ
ば
、
こ
の
「
き
ま
り
」
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本

人
に
与
え
ら
れ
た
「
不
可
避
（
ふ
か
ひ
）
な
る
運
命
（
さ

だ
め
）」
の
事
で
す
。 

し
か
し
、
そ
の
「
不
可
避
な

る
運
命
」
が
、
農
業
技
術
を
格
段
に
進
歩
さ
せ
、
大
自

然
の
脅
威
な
る
「
天
然
（
て
ん
ね
ん
）
の
無
常
」
が
、

自
然
と
共
生
す
る
、
花
鳥
風
月
を
愛
（
め
）
で
る
美
意

識
を
育
（
は
ぐ
く
）
み
、
豊
か
な
精
神
文
化
を
養
っ
て

き
た
わ
け
で
す
。 

天
皇
陛
下
は
、「
青
く
静
ま
る
」

の
七
文
字
に
、「
不
可
避
な
る
運
命
」
を
国
民
共
々
に

乗
り
越
え
て
行
こ
う
と
お
示
し
に
な
ら
れ
た
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。 
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◇
皇
后
陛
下
の
御
歌
（
み
う
た
と
読
み
、
皇
后
陛
下
の

詠
ま
れ
た
和
歌
の
こ
と
で
す
。）
は
、 

 

帰
り
来
る
を 

立
ち
て
待
て
る
に 

季
（
と
き
）
の

な
く 

岸
と
ふ
文
字
を 

歳
時
記
に
見
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
し
た
。 

津
波

の
押
し
寄
せ
た
岸
辺
に
立
っ
て
、
そ
の
津
波
に
さ
ら
わ

れ
た
肉
親
を
待
っ
て
い
る
人
に
は
、
そ
の
日
か
ら
時
間

が
止
ま
っ
て
い
る
、「
岸
」
と
い
う
季
語
は
、
歳
時
記

に
見
当
た
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

◇
天
皇
陛
下
は
、
狭
心
症
の
治
療
の
た
め
に
御
入
院
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

三
月
十
一
日
の
追
悼
式
に
御
出
席

に
な
ら
れ
る
御
予
定
で
す
が
、
一
日
も
早
い
御
回
復
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
寺
田
寅
彦
さ
ん
は
、「
日
本
人
の
自
然
観
」
の
中
で
、

「
日
本
の
よ
う
な
変
幻
き
わ
ま
り
な
い
自
然
を
も
つ

国
で
八
百
万
の
神
々
が
生
ま
れ
崇
拝
さ
れ
続
け
た
の

は
当
然
で
、
山
も
川
も
樹
も
一
つ
一
つ
が
神
で
あ
り
人

で
も
あ
る
。 

そ
れ
を
崇
（
あ
が
）
め
従
（
し
た
が
）

う
事
に
よ
っ
て
の
み
生
活
が
保
証
さ
れ
る
」
と
書
い
て

い
ま
す
。 

 

◇
当
宮
で
も
、
三
月
十
一
日
の
午
後
二
時
三
十
分
よ
り
、

「
不
可
避
な
る
運
命
」
を
乗
り
越
え
、
大
震
災
を
決
し

て
忘
れ
ず
、
昨
年
の
そ
の
日
の
午
後
二
時
四
十
六
分
十

八
秒
の
前
よ
り
も
、
き
っ
と
よ
く
な
る
ん
だ
、
復
興
す

る
ん
だ
と
予
祝
す
る
復
興
祈
願
祭
を
斎
行
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
崇
め
従
う
、
日
本
人
の
勇
気
、「
神
信

心
」
を
忘
れ
ず
生
活
し
た
い
も
の
で
す
。 

◇
一
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
歳
旦
祭 

 

＊
本
宮 

一
月
一
日 

午
前
八
時 

祭
典
後
、
新
年
拝
賀 

＊
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
０
時
半

＊
田
の
首
八
幡
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
一
時 

＊
貴
布
禰
神
社
（
老
町
）
＊
一
月
一
日
午
前
六
時
半 

 

▼
元
始
祭 

＊
一
月
三
日 

午
前
九
時 

▼
会
社
安
全
祈
願
祭
参
拝 

＊
一
月
四
日
～
五
日 

 

▼
早
起
会
参
拝 

＊
一
月
九
日 

 
 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
初
月
次
祭 

＊
一
月
十
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
歳
旦
祭 

＊
一
月
十
一
日 

▼
月
次
祭 

＊
一
月
十
五
日 

▼
ど
ん
ど
焼
き 

＊
一
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
一
月
二
十
一
日 

※
七
草
粥
を
頂
き
ま
し
た
！ 

◇
二
月
の
祭
典
行
事
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

▼
月
次
祭 

＊
二
月
一
日 

、
十
五
日 

 

▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

 
 
 

 

▼
紀
元
祭 

＊
二
月
十
一
日 

 

▼
祈
年
祭 

 

＊
本
宮 

 

二
月
十
七
日 

＊
六
連
島
八
幡
宮 

二
月
二
十
五
日 

＊
田
ノ
首
八
幡
宮 

二
月
二
十
六
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
二
月
二
十
一
日
※
小
豆
粥
を
頂
き
ま
す
！ 

 

▼
海
上
自
衛
隊
補
給
艦
「
は
る
な
」
参
拝
＊
二
月
十
日 

◇
二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
（
報
告
も
含
む
） 

  

▼
当
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
役
員
会 

＊
二
月
十
六
日 

 
 

◇
神
道
会
世
話
人
会 

＊
二
月
二
十
九
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

   
 

◇
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
三
役
会 

＊
二
月
六
日 

 
 

◇
下
関
市
建
国
奉
祝
会
役
員
会 

＊
二
月
六
日 

 

◇
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
二
月
七
日 

 
 

◇
下
関
市
建
国
祭
奉
仕 

＊
二
月
十
一
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
二
月
十
二
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議
＊
二
月
十
三
日 

◇
下
関
支
部
宮
司
会 

＊
二
月
十
九
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
教
誨
師
研
修
会
＊
二
月
二
十
八
日 

 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動
※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

＊
二
月
二
十
七
日
（
集
合
男
子
） 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
建
国
青
年
の
集
い 

＊
二
月
四
日 

 
 

◇
社
頭
講
話
研
修 

＊
二
月
二
十
三
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
二
月
一
日
、
十
五
日
、
二
十
九
日 

 
 

◇
市
内
五
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会 

＊
二
月
二
十
一
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
横
浜
Ｄ
ｅ
ｎ
ａ
下
関
フ
ァ
ン
の
集
い
の
会 

 
 
 

＊
二
月
十
八
日 

 

◇
彦
島
八
幡
宮
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）
新
年
会 

＊
二
月
十
四
日 

 


